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黄色ブドウ球菌による乳房炎を防止しましょう。 

（６～７月実施の酪農巡回によるバルク乳検査結果より） 
 

 

 平成２３年６月～７月に管内酪農家８０戸を対象に「生乳安全安心モニタリング巡回」

を実施し、その際、農家の希望によりバルク乳の細菌検査を行いました。 

 その結果５６．５％（２６戸／４６戸）の農家のバルク乳から黄色ブドウ球菌が検出さ

れました。黄色ブドウ球菌は毒素を産生するため、乳製品に混入すると食中毒の原因とな

りかねません。また、乳房炎乳は乳等省令（乳及び乳製品の成分規格等に関する省令）で

乳製品の原料としてはならないと規制されています。 

 

 

バルク乳から黄色ブドウ球菌が検出された場合の注意事項 

 

  □ バルク乳に黄色ブドウ球菌を入れないために、全頭の乳汁細菌検査を行い、感染

牛の摘発を行う。 

  □ 感染牛が判明した場合は計画的淘汰の対象とする。 

  □ 感染牛から他の正常牛への感染を防止するため、牛の並び替えを行い、最後に搾

乳するようにする。フリーバーン・ストールで飼養されている農場では、極力、最

後の方に搾乳するようにする。難しい場合は搾乳機器をよく洗浄・消毒し、正常牛

へ感染させない工夫をする。 

  □ 前搾りの乳は牛床に搾り捨てるのではなく（感染を広げる原因となる）、ストリッ

プカップに入れる。 

  □ 潜在性乳房炎による黄色ブドウ球菌感染牛は乾乳期に治療を行う。 

 

 乳房炎防除対策のポイント 

 

 ◎ 乳房炎を増やさない（感染・伝染防止） 

  □ 正しい搾乳とミルカーの定期的点検整備 

  □ 乳頭ディッピングの実施（スプレー式より浸せき式の方が効果あり） 

  □ 適正な飼養管理（牛のストレスをできる限り軽減してあげる） 

 ◎ 乳房炎を少なくする。（問題牛の治療・淘汰） 

  □ 臨床型乳房炎の治療 

  □ 乾乳期治療 

  □ 問題牛の淘汰 

 

 

黄色ブドウ球菌感染牛の摘発には全頭の乳汁検査が必要です。検査を希望される農家

の方は、農協または松本家畜保健衛生所（ＴＥＬ０２６３―４７―３２２３環境指導

課）へ御連絡願います。 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
殺虫剤の種類

系統 成分 休薬期間 畜体散布の可否 商品名（名称一部は省略）

ｼﾛﾏｼﾞﾝ、ﾈﾎﾟﾚｯｸｽ

デミリン

PPK,ｻｲｸﾗｰﾃ,ｽﾐﾗﾌﾞ､ﾗﾓｽSG（蛆）

ﾖﾓﾍﾞｯﾄ

牛60日豚20日鶏14日 ｽﾐﾁｵﾝ

牛14日豚2日鶏20日 ﾈｸﾞﾎﾝ、

DDVP、ﾗﾋﾞﾎｽ、ｽﾐﾁｵﾝVP

ｻﾝﾓｽ

畜・鶏体への直接噴霧はさける ﾄﾖﾀﾞﾝ

豚２日 用法に直接噴霧可の記載有り ETB、ペルメトリン乳剤

ｽﾊﾟﾚﾝ

プロポクスル 牛４日鶏３４日 畜・鶏体にかからないようにする ﾎﾞﾙﾎ

2-セカンダリーブチルフェニル-
N-メチルカーバメイト

牛豚７日鶏15日
（搾乳牛は除く）

搾乳直前の乳牛への直接散布は
避ける

ﾊﾞﾘｿﾞﾝ

ｱﾚｽﾘﾝ（ヵ） ー ｱｰｽﾉｰﾏｯﾄ、かとりせんこう（俗称）

ﾌｪﾉﾄﾘﾝ（ﾊｴ･ｶ） （畜体散布の認可登録は無い） ｽﾐｽﾘﾝ

ｼﾌﾙﾄﾘﾝ（ﾊｴ） ﾊﾞｲｵﾌﾗｲ

ﾌﾀﾙｽﾘﾝ（ﾊｴ、ヵ） ﾈｵﾋﾟﾚ

ネオニコチノ
イド系

ジノテフラン（ﾊｴ） -
畜・鶏体にかからないように。家
畜・家禽がなめることがないように
する

ﾌﾗｯｼｭﾍﾞｲﾄ、ｴｺｽﾋﾟｰﾄﾞ

クロロニコチ
ル系

イミダクロプリド（ﾊｴ） -
家畜が経口摂取出来ない場所
に容器に入れて設置

ﾉｯｸﾍﾞｲﾄ

 （一例）           用法・用量、休薬期間等を確認して適正に使用してください。

幼
虫
・
成
虫

有機リン系

畜・鶏体へ直接散布しない

畜・鶏体にかからないようにする

カーバメー
ト系

昆虫発育
抑制剤

（ＩＧＲ系）

シロマジン（蛆）
ジフルベンズロン（蛆・ボウフ
ラ）
ピリプロキシフェン（蛆・ボウフラ）

ﾄﾘﾌﾙﾑﾛﾝ（蛆）

ｵｰﾁｽﾄﾝ、ｺｯｸﾄｰﾝ、ｼｰﾋﾟｰﾋﾟｰ、ｾﾞｸﾄ
ﾝ、ﾀﾅﾍﾞｿﾞｰﾙ、ﾄﾗｲｷﾙ

ﾌﾛﾑｴｲﾄ
ﾗﾋﾟﾀ（ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ合剤）

畜・鶏体にかからないようにする

-

フェニトロチオン（ﾊｴ･ｶ）
トリクロルホン(ﾊｴ･ｶ）
ジクロルボス(ﾊｴ･ｶ）
プロペタンホス(ﾊｴ･ｶ）
プロチオホス（ﾊｴ）

-

-

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ（ﾊｴ・ヵ）
ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ（ﾊｴ・ヵ）
d･d-T80-ﾌﾟﾗﾚﾄﾘﾝ（ﾊｴ・ヵ成
虫、ﾊｴ幼虫）

畜・鶏体へ直接散布しない

畜・鶏体へ直接散布しない

畜・鶏体へ直接散布しない

ピレスロイド
系 -

オルトジクロロベンゼン（蛆）

幼
虫

有機塩素系 -

ピレスロイ
ド系

成
虫

上記表の商品は、単一の成分のものを記載しましたが、現在は複合剤商品も数多くなっています。 

ハエ対策について  ～ 基本は卵・幼虫・サナギの発生源対策！～ 

 

サナギ 

成虫 

卵 

幼虫 

 
４～５日 

10～14 日 １日 

７日 

産卵 

ハエの 

ライフサイクル 

発生源対策（物理的） 

・７日に１度除糞 幼虫が成虫になる前に 

・乾燥      乾燥するとふ化率も低下 

・醗酵熱     温度 40℃以上で卵死滅 

発生源対策（薬剤） 

・ 昆虫発育抑制剤（ＩＧＲ剤） 

最も効果高いが高価 

定期的にもれなく散布すること 

・ 殺ウジ剤  （有機リン剤等）      

・ 消石灰、オルソ剤 
 

予防的成虫対策（薬の効かないハエができにくい） 

・毒餌法：カーバメイト剤、有機リン剤等と、砂

糖や酒を混ぜてハエの止まる場所に設置 

・市販の毒餌：クロロニコチル剤 

・残留噴霧：有機リン剤等を畜舎の壁や天井

などハエの止まる場所に噴霧しておく 

緊急的成虫対策（薬の効かないハエできやすい） 

・空間噴霧（ピレスロイド剤等） 

あくまでも一時的なハエ減少  
畜体に噴霧する場合は、休薬期間に注意 

薬の効かないハエが出ないようにするには？ 
・ ローテーション使用（系統の違う薬を一定期間毎に変更）  （例）Ａ系統 → Ｂ系統 → Ｃ系統 

・ コンビネーション使用（２系統の薬剤を同時に使用）      （例）Ａ系統 ＋ Ｂ系統 


